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V�•�w	ý�Ö
\�h�j平
成
二
十
七
年
度
の
日
本
歯
科
大
学
の
入
学
式
は
四
月
初

旬
、
生
命
歯
学
部
と
新
潟
生
命
歯
学
部
で
挙
行
さ
れ
た
。
あ

わ
せ
て
大
学
院
の
両
研
究
科
、
東
京
短
大
、
新
潟
短
大
の
入

学
式
が
行
わ
れ
た
。

歯科大学生としての心構えを説く中原 泉 学長（４月７日・新潟）

点呼に応えて起立する新入生たち（４月９日・東京）

生
命
歯
学
部

　
生
命
歯
学
部
の
部
は
、
四

月
九
日
に
生
命
歯
学
部
富
士

見
ホ
ー
ル
に
お
い
て
挙
行
さ

れ
た
。

　
定
刻
午
後
一
時
三
十
分
、

高
橋
孝
幸
庶
務
部
長
よ
り
開

式
が
宣
せ
ら
れ
、
学
年
主
任

の
今
井
敏
夫
教
授
に
よ
る
生

命
歯
学
部
入
学
生
、
編
入
学

生
の
点
呼
、
な
ら
び
に
研
究

科
委
員
の
菊
谷
武
教
授
に
よ

る
大
学
院
生
命
歯
学
研
究
科

入
学
生
の
点
呼
が
行
わ
れ
た
。

　
中
原
泉
学
長
、
羽
村
章
生

命
歯
学
部
長
、
八
重
垣
健

大
学
院
生
命
歯
学
研
究
科

長
が
訓
辞
を
述
べ
た
（
要
旨

二
面
）。
生
命
歯
学
部
入
学

生
を
代
表
し
て
渡
辺
尚
子
さ

ん
、
大
学
院
入
学
生
を
代
表

し
て
中
山
医
学
大
学
出
身
の

呉
亞
欣
さ
ん
が
宣
誓
。
つ
い

で
列
席
の
法
人
役
員
、
役
職

者
が
紹
介
さ
れ
、
午
後
二
時

二
十
分
に
閉
式
し
た
。

　　　
新
潟
生
命
歯
学
部
の
部

は
、
四
月
七
日
に
新
潟
生
命

歯
学
部
講
堂
に
お
い
て
挙
行

さ
れ
た
。

　
定
刻
午
後
一
時
三
十
分
、

羽
下
憲
善
事
務
部
長
よ
り
開

式
が
宣
せ
ら
れ
、
学
年
主
任

の
佐
藤
聡
教
授
に
よ
る
入
学

生
点
呼
、
な
ら
び
に
研
究
科

長
の
新
海
航
一
教
授
に
よ
る

大
学
院
新
潟
生
命
歯
学
研
究

科
入
学
生
の
点
呼
が
行
わ
れ

た
。

　
中
原
泉
学
長
、
関
本
恒
夫

新
潟
生
命
歯
学
部
長
、
新
海

大
学
院
新
潟
生
命
歯
学
研
究

科
長
が
訓
辞
を
述
べ
（
要
旨

二
面
）、
新
潟
生
命
歯
学
部

入
学
生
を
代
表
し
て
鳥
山
由

新
潟
生
命
歯
学
部

樹
君
、
大
学
院
入
学
生
を
代

表
し
て
渡
邊
美
穂
さ
ん
が
宣

誓
。
つ
い
で
列
席
の
法
人
役

員
、
役
職
者
、
担
当
教
授
が

紹
介
さ
れ
、
午
後
二
時
二
十

分
に
閉
式
し
た
。

　
東
京
短
期
大
学
の
入
学
式

は
、
四
月
九
日
に
生
命
歯
学

部
富
士
見
ホ
ー
ル
に
お
い
て

挙
行
さ
れ
た
。
定
刻
午
前
十

時
三
十
分
、
印
出
光
宏
短
大

事
務
長
の
司
会
に
よ
り
開
式

が
宣
せ
ら
れ
、
歯
科
衛
生
学

科
と
歯
科
技
工
学
科
の
入
学

生
、
専
攻
科
入
学
生
（
歯
科

技
工
学
専
攻
・
総
合
技
工
学

専
攻
・
歯
科
衛
生
学
専
攻
）

の
点
呼
が
行
わ
れ
た
。

　
小
口
春
久
学
長
が
訓
辞
を

述
べ
（
要
旨
三
面
）、
つ
い

で
来
賓
祝
辞
で
羽
村
章
生
命

歯
学
部
長
は
、「
短
期
大
学

と
生
命
歯
学
部
の
学
生
と

は
、
一
緒
に
ク
ラ
ブ
活
動
す

る
。
図
書
館
や
食
堂
、
教
室

も
学
部
と
短
大
が
一
緒
に

使
っ
て
い
る
の
で
、
キ
ャ
ン

パ
ス
内
で
私
に
会
う
こ
と
も

東
京
短
期
大
学

あ
る
だ
ろ
う
。
ど
う
か
そ
の

と
き
は
、
声
を
か
け
て
い
た

だ
き
た
い
、
歯
科
技
工
学

科
、
歯
科
衛
生
学
科
と
も
開

校
以
来
、
全
員
が
国
家
試
験

に
合
格
し
て
い
る
。
こ
の
こ

と
は
君
た
ち
に
は
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
に
な
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
笑
顔
の
中
に
秘
め
た

闘
志
が
な
い
と
全
員
が
合
格

す
る
の
は
厳
し
い
。
お
互
い

に
刺
激
し
あ
っ
て
、
頑
張
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。
十
一
月

に
行
わ
れ
る
富
士
見
祭
で
学

部
の
学
生
と
一
緒
に
行
事
を

し
て
く
れ
る
こ
と
を
楽
し
み

に
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の

活
躍
を
期
待
し
て
い
る
」
と

祝
辞
を
述
べ
た
。

　
つ
づ
い
て
、
三
代
冬
彦
附

属
病
院
長
は
「
医
療
系
の
大

学
が
他
と
違
う
の
は
、
入
学

し
た
時
点
で
将
来
の
目
標
が

明
確
な
こ
と
だ
。
そ
の
一
番

最
初
の
目
標
が
国
家
試
験
に

受
か
る
こ
と
だ
が
、
あ
く
ま

で
途
中
の
目
標
で
ゴ
ー
ル
で

は
な
い
。
学
生
の
間
に
新
し

い
知
識
と
技
術
を
身
に
つ
け

る
と
い
う
心
構
え
を
育
み
、

卒
業
後
も
そ
れ
を
生
か
し
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
祝
辞
を

述
べ
た
。

　
お
わ
り
に
新
入
生
を
代
表

し
て
歯
科
技
工
学
科
の
中
倉

舞
衣
さ
ん
が
宣
誓
。
列
席
の

来
賓
、
役
職
者
、
教
員
が
紹

介
さ
れ
、
十
一
時
十
分
に
閉

式
し
た
。

　　　
新
潟
短
期
大
学
の
入
学

式
は
、四
月
七
日
午
前
十
時

三
十
分
か
ら
新
潟
生
命
歯
学

部
講
堂
で
挙
行
さ
れ
た
。
須

貝
将
紀
短
大
事
務
部
長
が
開

式
を
宣
し
、
歯
科
衛
生
学
科

入
学
生
と
専
攻
科
入
学
生
の

新
潟
短
期
大
学

点
呼
が
行
わ
れ
た
。

　
又
賀
泉
学
長
が
訓
辞
を
述

べ
（
要
旨
三
面
）、関
本
恒
夫

新
潟
生
命
歯
学
部
長
は
来
賓

祝
辞
で
、「
新
潟
短
期
大
学
は

同
じ
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
新
潟

生
命
歯
学
部
と
新
潟
病
院
、

そ
れ
に
附
属
医
科
病
院
を
も

つ
大
変
恵
ま
れ
た
環
境
に
あ

る
。
新
潟
病
院
で
は
年
間
約

十
三
万
人
の
患
者
さ
ん
を
迎

え
て
お
り
、
十
分
な
臨
床
実

習
が
可
能
で
あ
る
。

　
わ
が
国
は
今
年
す
で
に

六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者

が
、
全
人
口
の
四
分
の
一
を

占
め
た
。
今
後
は
世
界
に
類

の
な
い
高
齢
社
会
と
な
る
こ

と
は
確
実
で
あ
る
。
高
齢
社

会
が
進
む
に
つ
れ
て
、
要
介

護
高
齢
者
の
数
が
増
加
し
て

い
く
。
急
増
す
る
要
介
護
高

齢
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
、
生
活
の
質

の
向
上
を
め
ざ
し
た
生
活
支

援
が
必
要
だ
。
み
な
さ
ん
が

関
わ
る
口
腔
ケ
ア
の
普
及
が

大
変
重
要
に
な
っ
て
お
り
、

Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
み
な
ら
ず
誤
嚥
性

肺
炎
を
含
む
全
身
疾
患
の
予

防
、
そ
し
て
全
身
の
健
康
状

態
の
維
持
・
向
上
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。

　
医
師
、
歯
科
医
師
、
歯
科

衛
生
士
、
看
護
師
な
ど
の
多

職
種
の
人
た
ち
と
行
う
チ
ー

ム
医
療
の
中
で
、
医
師
と
歯

科
医
師
が
連
携
す
る
に
あ
た

り
、つ
な
ぐ
役
割
を
歯
科
衛

生
士
が
担
う
。
み
な
さ
ん
は

医
療
と
歯
科
医
療
と
の
連
携

の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
に
な
る
と

い
う
意
識
を
常
に
も
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。
今
後
社
会
は

そ
う
い
う
歯
科
衛
生
士
を
求

め
て
お
り
、
新
潟
生
命
歯
学

部
と
新
潟
病
院
は
、
全
力
で

み
な
さ
ん
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
き
た
い
」
と
祝
辞
を
述
べ

た
。

　
お
わ
り
に
新
入
生
を
代
表

し
て
歯
科
衛
生
学
科
の
岩
村

友
実
さ
ん
が
宣
誓
。
列
席
の

来
賓
、役
職
者
、担
当
教
員
が

紹
介
さ
れ
、
午
前
十
一
時
十

分
に
閉
式
し
た
。

　
本
学
名
誉
教
授
の
小
林
寛

先
生
は
、
平
成
二
十
七
年
度

春
の
叙
勲
で
、
瑞
宝
中
綬
章

を
受
章
さ
れ
た
。

　
小
林
名
誉
教
授
は
、
昭
和

五
十
六
年
七
月
か
ら
平
成

十
七
年
八
月
ま
で
二
十
四
年

間
、
本
学
新
潟
歯
学
部
解
剖

学
第
一
講
座
を
主
宰
し
、
図

書
館
長
な
ど
を
歴
任
し
た
。

小
林
寛
名
誉
教
授

     

春
の
叙
勲
う
く

新入生代表による宣誓（上・東京、下・新潟）

　
本
学
新
潟
生
命
歯
学
部
で

は
、
正
面
駐
車
場
に
Ｅ
Ｖ
車

新
潟
・
正
面
駐
車
場
に

　
充
電
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
電
気
自
動
車
）
用
の
充
電

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
し

た
。
午
前
七
時
か
ら
午
後
十

時
ま
で
一
回
二
時
間
を
限
度

に
使
用
可
能
。
充
電
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
は
新
潟
市
中
央
区
内

に
は
二
十
か
所
余
あ
る
が
、

県
内
の
医
療
機
関
で
は
初
め

て
の
設
置
と
な
っ
た
。
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が
好
き
と
言
っ
た
の
で
は
な

い
。
ま
た
「
マ
マ
の
…
…
」

で
は
な
く
て
、「
お
母
さ
ん

の
作
っ
て
く
れ
た
」
と
答
え

た
。
そ
れ
が
審
査
員
の
胸
に

響
い
て
、
一
発
で
合
格
し
た

と
い
う
。
こ
の
話
は
ジ
ャ

ニ
ー
ズ
事
務
所
の
宣
伝
か
も

し
れ
な
い
が
、
そ
の
と
き
小

さ
な
キ
ム
タ
ク
は
、
知
恵
を

働
か
せ
て
自
分
の
考
え
を
述

べ
た
の
だ
。

　
世
の
中
生
き
て
い
く
に
は

知
識
と
知
恵
の
両
方
が
必
要

で
、
知
識
が
沢
山
あ
れ
ば
知

恵
も
あ
る
と
い
う
わ
け
で
な

い
と
言
い
た
い
。
諸
君
は
、

高
校
時
代
の
偏
差
値
に
し
が

み
つ
い
て
い
て
も
何
の
役
に

も
立
た
な
い
。
歯
科
大
学
に

入
学
し
た
諸
君
に
は
新
た
な

評
価
が
待
っ
て
い
る
。
端
的

に
い
う
と
六
年
後
に
歯
科
医

師
国
家
試
験
が
あ
る
。
こ
れ

を
諸
君
は
目
標
と
し
て
受
験

を
す
る
。
国
家
試
験
の
最
低

合
格
ラ
イ
ン
を
六
十
点
と
す

る
と
、
九
十
点
や
七
十
点
で

あ
ろ
う
と
関
係
な
く
、
ラ
イ

ン
の
六
十
点
を
越
え
れ
ば
い

い
の
だ
。
合
格
の
六
十
点
と

い
う
ハ
ー
ド
ル
さ
え
越
え
れ

  

▼
知
識
を
知
恵
に
▲

　
新
入
生
諸
君
に
と
っ
て
は

昔
の
ア
イ
ド
ル
に
な
る
だ
ろ

う
。
ジ
ャ
ニ
ー
ズ
の
Ｓ
Ｍ
Ａ

Ｐ
、
そ
の
中
で
一
番
の
人
気

が
あ
る
キ
ム
タ
ク
、
木
村
拓

哉
が
子
役
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ

ン
を
受
け
た
。
審
査
員
が
食

べ
物
は
何
が
好
き
な
の
？
と

聞
い
た
そ
う
だ
。
そ
う
し
た

ら
「
お
母
さ
ん
の
作
っ
て
く

れ
た
カ
レ
ー
で
す
」
と
言
っ

た
と
い
う
。
彼
は
た
だ
カ

レ
ー
が
好
き
、
ボ
ン
カ
レ
ー

い
。
新
入
生
諸
君
は
こ
の
数

年
間
、
沢
山
の
知
識
を
蓄
え

る
こ
と
で
過
ご
し
て
き
た
。

も
っ
と
端
的
に
言
え
ば
、
知

識
の
程
度
を
示
す
偏
差
値
が

諸
君
に
と
っ
て
最
も
大
切
な

も
の
だ
っ
た
。
こ
の
数
年
間

そ
れ
が
全
て
だ
っ
た
と
言
っ

て
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
高

校
時
代
は
、
少
し
で
も
偏
差

値
の
高
い
大
学
を
め
ざ
す
と

い
う
時
期
だ
っ
た
ろ
う
。

　
し
か
し
、
本
学
に
入
学
し

た
時
点
で
、
こ
れ
ま
で
の
偏

差
値
は
き
っ
ぱ
り
忘
れ
な
さ

ば
、
全
員
が
歯
科
医
師
の
ラ

イ
セ
ン
ス
を
取
得
す
る
。

　
歯
科
医
師
の
資
格
と
し
て

は
同
じ
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で

の
ラ
ン
キ
ン
グ
や
偏
差
値
に

み
ら
れ
る
優
劣
は
一
切
表
に

出
て
こ
な
い
。
も
う
少
し
強

く
い
え
ば
、
歯
科
医
師
の
資

格
を
と
れ
ば
、
ど
こ
の
歯
科

大
学
で
学
び
卒
業
し
た
か
、

ど
こ
の
高
校
で
偏
差
値
は
ど

の
く
ら
い
だ
っ
た
な
ど
は
全

く
関
係
な
く
な
る
。
歯
科
医

師
の
免
許
を
と
っ
た
と
い
う

こ
と
で
同
一
ラ
イ
ン
、
み
ん

生
命
歯
学
部
長

�

羽
村
　
　
章

　
み
な
さ
ん
は
歯
科
医
師
に

な
る
た
め
の
道
を
め
ざ
し
て

本
学
に
入
学
し
て
き
た
。
歯

科
医
師
と
い
う
資
格
は
歯
科

医
師
法
で
規
定
さ
れ
て
い

る
。
第
一
条
に
は
、「
歯
科

医
師
は
歯
科
医
療
及
び
保
健

指
導
を
掌
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
公
衆
衛
生
の
向
上
及
び

増
進
に
寄
与
し
、
以
て
国
民

の
健
康
な
生
活
を
確
保
す
る

も
の
と
す
る
」
と
あ
る
。
み

な
さ
ん
は
国
民
の
た
め
に
な

る
仕
事
を
選
択
し
た
。
こ
の

目
標
に
向
っ
て
い
る
こ
と
を

常
に
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
。

第
二
条
に
は
「
歯
科
医
師
に

な
ろ
う
と
す
る
者
は
歯
科
医

師
国
家
試
験
に
合
格
し
、
厚

新
潟
生
命
歯
学
部
長

�

関
本
　
恒
夫

　
新
入
生
諸
君
は
本
日
今
か

ら
歯
科
医
師
へ
の
第
一
歩
を

踏
み
出
し
た
。
一
般
の
大
学

で
は
卒
業
後
の
職
業
に
多
く

の
選
択
肢
が
あ
る
が
、
み
な

さ
ん
は
全
員
が
歯
科
医
師
を

め
ざ
す
こ
と
に
な
る
。
歯
科

医
師
に
な
る
強
い
意
志
、
揺

る
ぎ
な
い
信
念
を
も
ち
続
け

な
同
等
に
な
る
の
だ
。

▼
生
涯
の
ラ
イ
セ
ン
ス
▲

　
厚
生
労
働
省
の
発
表
に
よ

れ
ば
、
二
〇
一
一
年
の
四
年

制
大
学
卒
業
生
の
う
ち
、
正

規
に
雇
用
さ
れ
た
人
は
七
十

パ
ー
セ
ン
ト
だ
っ
た
。
ま
た

正
社
員
と
し
て
就
職
し
た

七
十
パ
ー
セ
ン
ト
の
う
ち
三

年
以
内
に
三
十
二
パ
ー
セ
ン

ト
が
離
職
し
て
い
る
。
だ
か

ら
大
学
を
卒
業
し
て
も
、
半

分
以
上
が
正
規
の
職
に
就
け

な
い
か
、
三
年
間
で
失
業
す

る
と
い
う
辛
い
体
験
を
し
て

い
る
。
そ
れ
に
比
べ
て
諸
君

の
場
合
は
、
歯
科
医
師
の
ラ

イ
セ
ン
ス
を
取
得
す
れ
ば
、

お
お
む
ね
就
職
率
は
百
パ
ー

セ
ン
ト
だ
ろ
う
。
こ
の
ラ
イ

セ
ン
ス
は
一
生
通
用
す
る
か

ら
、
働
く
意
思
が
あ
る
限
り

は
、
い
わ
ゆ
る
世
の
中
で
い

う
失
業
は
な
い
。

　
も
う
一
つ
、
総
務
省
の
社

会
生
活
基
本
調
査
と
い
う
の

が
あ
り
、
大
学
生
が
学
業
に

費
や
す
時
間
は
、
大
学
で
の

講
義
を
含
め
て
一
日
三
・
五

時
間
ほ
ど
だ
そ
う
だ
。
こ
れ

は
小
学
校
六
年
生
よ
り
も
短

い
。
と
こ
ろ
が
、
本
学
の
学

内
は
本
当
に
静
か
で
、
閑
散

と
し
て
い
る
。
何
処
に
学
生

が
い
る
の
か
、
こ
こ
は
大
学

か
と
思
う
ほ
ど
学
生
の
姿
が

見
え
な
い
。
何
故
か
と
い
う

と
朝
の
九
時
か
ら
十
二
時

十
五
分
ま
で
、
そ
れ
か
ら
昼

休
み
を
終
え
て
十
三
時
か
ら

十
七
時
半
ま
で
、
学
生
た
ち

は
教
室
の
中
に
い
る
。
そ
こ

で
講
義
や
実
習
を
う
け
て
い

る
。

　
新
入
生
諸
君
に
は
、
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
と
き
に

時
間
割
を
渡
さ
れ
る
が
、
一

週
間
の
中
で
空
き
時
間
は
一

つ
も
な
い
。
月
曜
日
か
ら
金

曜
日
ま
で
全
て
の
時
間
が
埋

ま
っ
て
い
る
。
諸
君
の
場
合

は
、
大
学
で
一
日
に
七
時
間

四
十
五
分
勉
学
に
い
そ
し
ん

で
い
る
こ
と
な
る
。
そ
れ
だ

け
で
総
務
省
の
い
う
倍
の
時

間
と
な
り
、
そ
の
ほ
か
に
自

習
時
間
が
あ
る
。
特
に
五
年

生
に
な
れ
ば
一
日
に
十
時

間
、
六
年
生
で
は
国
家
試
験

直
前
な
の
で
、
十
数
時
間
ぐ

ら
い
は
当
た
り
前
に
な
る
。

　
本
学
に
限
ら
ず
、
大
学
の

中
で
歯
学
部
ほ
ど
勉
強
す
る

て
い
た
だ
き
た
い
。
強
い
信

念
が
み
な
さ
ん
の
勉
強
す
る

意
欲
を
高
め
、
国
家
試
験
合

格
へ
の
確
か
な
道
と
な
る
。

　
わ
が
国
は
世
界
で
類
の
な

い
高
齢
社
会
に
向
っ
て
お

り
、
今
年
は
す
で
に
六
十
五

歳
以
上
の
高
齢
者
が
人
口
の

四
分
の
一
を
占
め
た
。
そ
の

中
で
も
、
歯
科
の
受
診
者
は

六
十
歳
か
ら
七
十
歳
が
最
も

多
く
、
現
在
で
は
患
者
の
三

人
に
一
人
が
、
六
十
五
歳
以

上
と
言
わ
れ
て
い
る
。
高
齢

者
に
対
す
る
歯
科
医
療
は
避

け
て
通
れ
な
い
。
最
新
の
高

齢
者
歯
科
医
療
を
学
び
、
歯

科
医
師
と
し
て
社
会
に
出
る

生
労
働
大
臣
の
免
許
を
受
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
さ

れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
第
十
一
条
一
項
に

よ
る
「
学
校
教
育
法
に
基
づ

く
大
学
に
お
い
て
、
歯
学
の

正
規
の
課
程
を
修
め
て
卒
業

し
た
者
」
と
い
う
受
験
資
格

者
に
な
る
べ
く
、
み
な
さ
ん

は
こ
の
学
び
舎
で
勉
強
し
て

い
く
こ
と
に
な
る
。
歯
科
医

師
国
家
試
験
に
合
格
す
る
こ

と
は
、
自
分
ひ
と
り
の
力
で

は
な
し
得
な
い
。
多
く
の
人

た
ち
の
協
力
、
援
助
が
あ
っ

て
こ
そ
歯
科
医
師
に
な
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
た
と
え
ば
二
年
生
に
な
る

と
人
体
解
剖
実
習
が
あ
る
。

ご
遺
体
を
解
剖
す
る
こ
と
は

医
学
・
歯
学
を
学
ぶ
者
の
み

に
許
さ
れ
た
行
為
で
あ
る
。

み
な
さ
ん
の
将
来
を
期
待
し

て
、
立
派
な
歯
科
医
師
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
献
体
さ
れ

た
篤
志
家
の
ご
遺
体
を
用
い

る
。
そ
の
た
め
ご
遺
体
を
提

供
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
へ

の
敬
意
の
念
と
、
ご
遺
族
の

方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を

常
に
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　
ま
た
五
年
生
の
一
年
間
は

附
属
病
院
で
実
際
の
患
者
さ

ん
の
診
療
に
あ
た
る
。
附
属

病
院
に
通
院
さ
れ
て
い
る
多

く
の
患
者
さ
ん
は
、
学
生
の

臨
床
実
習
を
受
け
入
れ
て
く

れ
て
い
る
。
み
な
さ
ん
は
期

待
さ
れ
る
歯
科
医
学
生
に
な

諸
君
は
、
国
民
に
と
っ
て
大

変
重
要
な
存
在
で
あ
る
。
ぜ

ひ
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら

れ
る
歯
科
医
師
を
め
ざ
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

　
み
な
さ
ん
に
は
学
習
計
画

書
で
あ
る
シ
ラ
バ
ス
が
配
付

さ
れ
る
。
こ
の
シ
ラ
バ
ス
に

は
各
学
年
ご
と
、
各
科
目
ご

と
に
細
か
く
到
達
目
標
が
掲

げ
ら
れ
、
一
つ
づ
つ
到
達
し

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。
そ
の
到
達
目
標
は
三
つ

に
分
か
れ
て
い
る
。
知
識
と

技
能
と
態
度
で
、
こ
の
三
領

域
か
ら
シ
ラ
バ
ス
は
構
成
さ

れ
て
い
る
。
現
代
に
お
い

て
、
歯
科
医
学
に
必
要
な
知

識
は
膨
大
な
量
で
、
授
業
を

受
け
る
だ
け
で
全
て
を
補
う

こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
不
足

し
て
い
る
部
分
は
自
分
で
勉

強
し
て
補
う
し
か
な
い
。
受

動
的
な
学
習
で
は
な
く
て
、

常
に
積
極
性
を
も
っ
て
能
動

的
な
学
習
を
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

　
技
能
は
実
習
で
習
得
さ
れ

る
。
新
潟
病
院
で
実
際
の
患

者
さ
ん
に
医
療
行
為
を
行
う

実
習
は
最
も
重
要
な
実
習
で

あ
り
、
そ
の
基
礎
と
な
る
シ

ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
用
い
た
臨

床
基
礎
実
習
の
到
達
目
標
を

ク
リ
ア
し
て
医
療
行
為
を
裏

付
け
る
確
か
な
知
識
を
持
っ

た
学
生
だ
け
が
臨
床
実
習
に

進
む
こ
と
が
で
き
る
。

　
三
番
目
は
態
度
で
あ
る
。

多
く
の
知
識
を
も
ち
優
れ
た

技
能
で
患
者
さ
ん
に
対
面
し

て
も
、
み
な
さ
ん
の
態
度
を

患
者
さ
ん
が
見
て
、
あ
な
た

に
診
療
し
て
ほ
し
く
な
い
と

言
わ
れ
た
ら
、
諸
君
が
も
っ

て
い
る
膨
大
な
知
識
や
優
れ

た
技
能
は
全
く
役
に
立
た
な

い
。
歯
科
学
生
は
そ
の
行
動

が
適
切
で
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。
そ
れ
は
病
院
内
、
大
学

内
だ
け
で
な
く
、
公
共
の
場

で
の
行
動
全
て
が
対
象
に
な

る
。
ま
た
学
生
と
い
え
ど
も

医
療
従
事
者
に
ふ
さ
わ
し
い

身
だ
し
な
み
を
身
に
つ
け
る

必
要
が
あ
る
。

　
み
な
さ
ん
に
求
め
ら
れ
る

の
は
、
歯
科
医
学
に
お
け
る

知
識
、
技
能
、
態
度
の
三
つ

の
習
得
で
あ
る
。
日
本
歯
科

大
学
と
い
う
誇
り
高
き
ブ
ラ

ン
ド
を
背
負
っ
て
い
く
仲
間

と
し
て
全
教
員
が
み
な
さ
ん

の
成
長
を
期
待
し
て
い
る
。

�

（
４
月
７
日
）

歯科医師のライセンスは一生通用する。国家試験に
合格しなければ、本学に入学した意味がない

学
部
は
な
い
の
で
は
な
い

か
。
私
は
、
最
も
学
生
が
勉

強
し
て
い
る
学
部
だ
と
感
じ

て
い
る
。
そ
れ
で
も
今
年
の

国
家
試
験
の
合
格
率
は
全
体

で
六
十
三
パ
ー
セ
ン
ト
、

三
千
人
が
受
け
て
千
人
が
不

合
格
だ
っ
た
。
私
は
司
法
試

験
並
み
の
難
し
さ
と
言
っ
て

い
る
が
、
そ
れ
は
決
し
て
大

げ
さ
で
は
な
い
と
思
う
。

▼
新
入
生
諸
君
に
望
む
▲

　
諸
君
は
本
学
に
学
ん
で
、

歯
科
医
師
の
ラ
イ
セ
ン
ス
を

取
ら
な
け
れ
ば
学
ん
だ
意
味

が
な
い
。
本
学
も
諸
君
に
歯

科
医
師
の
ラ
イ
セ
ン
ス
を

取
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
、

大
学
と
し
て
の
存
在
意
義
が

な
く
な
る
。

　
本
学
で
は
、
こ
の
学
生
は

ラ
イ
セ
ン
ス
ま
で
た
ど
り
着

け
る
だ
ろ
う
か
、
を
出
来
る

だ
け
早
く
見
極
め
た
い
と

思
っ
て
い
る
。
基
礎
学
力
が

不
足
し
て
い
る
人
、
あ
る
い

は
入
学
し
た
が
や
る
気
の
な

い
人
、
そ
う
い
う
学
生
に
つ

い
て
は
早
い
時
点
で
、
そ
れ

を
見
極
め
て
進
路
変
更
し
て

い
た
だ
く
方
針
だ
。
ご
父
母

に
も
進
路
変
更
を
お
勧
め
す

る
こ
と
に
な
る
。

　
ズ
ル
ズ
ル
と
低
空
飛
行
で

い
き
、
最
後
の
一
番
難
し
い

卒
業
試
験
の
と
こ
ろ
で
落
ち

て
し
ま
う
と
、
そ
の
時
に

な
っ
て
進
路
変
更
と
い
っ
て

も
無
理
な
話
な
の
だ
。
も
っ

と
ほ
か
に
自
分
に
あ
っ
た
学

部
、
大
学
が
あ
る
か
も
し
れ

な
い
。
出
来
る
だ
け
早
く
進

路
を
変
更
す
る
こ
と
が
、
学

生
諸
君
、
ご
父
母
、
私
ど
も

大
学
の
三
者
に
と
っ
て
一
番

良
い
と
基
本
的
に
考
え
て
い

る
。

　
重
ね
て
言
う
と
、
私
た
ち

は
基
礎
的
学
力
の
な
い
人
、

や
る
気
の
な
い
人
た
ち
を
一

生
懸
命
引
っ
張
っ
て
い
こ
う

と
は
考
え
て
い
な
い
。
他
の

学
生
諸
君
を
指
導
す
る
だ
け

で
精
一
杯
だ
。
や
る
気
の
な

い
人
を
引
っ
張
ろ
う
と
し
て

も
、
時
間
の
浪
費
な
の
だ
。

新
入
生
諸
君
は
入
学
に
際

し
、
こ
の
こ
と
を
頭
に
叩
き

込
ん
で
、
こ
れ
か
ら
の
本
学

で
の
勉
学
に
い
そ
し
ん
で
い

た
だ
き
た
い
。

�

（
４
月
７
・
９
日
）

中原  泉 学長 入学式訓辞

る
た
め
の
心
構
え
は
で
き
て

い
る
だ
ろ
う
か
。

　
本
学
の
実
習
や
授
業
は
非

常
に
多
く
、
内
容
も
濃
い
た

め
自
由
な
時
間
は
な
い
。
特

に
三
年
生
か
ら
は
、
非
常
に

忙
し
く
な
る
。
新
入
生
は
一

年
生
の
う
ち
に
自
主
的
に
先

を
見
据
え
た
学
習
姿
勢
や
日

常
生
活
態
度
を
養
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。
人
間
に
は
得
手

不
得
手
が
あ
り
、
お
互
い
が

足
り
な
い
と
こ
ろ
を
補
完
し

あ
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
社

会
生
活
が
成
り
立
っ
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
は
、
先
輩
や

と
き
に
は
後
輩
か
ら
学
ぶ
こ

と
が
多
々
あ
る
だ
ろ
う
。

　
ご
臨
席
の
ご
父
母
、
保
護

者
の
方
々
に
申
し
上
げ
た

い
。
一
人
前
の
歯
科
医
師
に

な
る
た
め
に
は
、
み
な
さ
ま

の
精
神
的
・
経
済
的
な
心
強

い
支
え
が
必
要
で
あ
る
。
お

子
さ
ま
方
が
大
学
で
ど
の
よ

う
な
こ
と
を
学
び
実
習
し
て

い
る
か
、
将
来
ど
の
よ
う
な

歯
科
医
師
に
な
り
た
い
の

か
、
な
ど
を
ぜ
ひ
聞
い
て
話

し
あ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

よ
き
医
療
者
と
し
て
の
態
度

は
自
分
自
身
を
み
つ
め
、
そ

れ
を
表
現
し
他
の
人
の
意
見

を
聞
き
、
自
分
で
判
断
し
行

動
に
移
す
こ
と
か
ら
も
育
ま

れ
て
い
く
。

　
み
な
さ
ん
が
六
年
後
、
編

入
生
は
五
年
後
に
そ
れ
ぞ
れ

研
修
歯
科
医
と
し
て
、
臨
床

の
現
場
に
立
て
る
こ
と
を
祈

念
す
る
。�

（
４
月
９
日
）

歯
学
部
長
訓
辞
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生
命
歯
学
研
究
科
長

�

八
重
垣
　
健

　
今
回
の
大
学
院
入
学
試
験

は
私
の
知
る
限
り
本
学
で
最

も
難
し
い
試
験
だ
っ
た
。
そ

れ
を
合
格
し
た
の
だ
か
ら
、

大
学
院
入
学
生
諸
君
は
誇
り

に
思
っ
て
よ
い
と
思
う
。
し

か
し
、
み
な
さ
ん
の
前
途
は

難
関
だ
ら
け
で
あ
る
こ
と
を

覚
悟
し
て
ほ
し
い
。
今
の
博

士
号
は
数
年
前
と
比
べ
、
比

較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
厳
し
く

新
潟
生
命
歯
学
研
究
科
長

�

新
海
　
航
一

　
大
学
院
新
潟
生
命
歯
学
研

究
科
新
入
生
の
諸
君
は
、
今

日
か
ら
四
年
間
研
究
生
活
が

は
じ
ま
る
が
、
心
に
留
め
て

お
い
て
ほ
し
い
こ
と
を
三
つ

話
し
た
い
。

　
第
一
に
初
志
貫
徹
で
あ

る
。
諸
君
の
ゴ
ー
ル
は
み
な

同
じ
で
、
博
士
（
歯
学
）
の

学
位
を
取
得
す
る
こ
と
で
あ

る
。
四
年
間
の
大
学
院
生
活

は
順
風
満
帆
で
は
な
い
が
、

一
度
心
に
決
め
た
か
ら
に

は
、
最
後
ま
で
志
を
も
っ
て

や
り
遂
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
第
二
に
英
語
力
と
論
理
的

東
京
短
期
大
学
学
長

�
小
口
　
春
久

　
本
日
入
学
さ
れ
た
み
な
さ

ん
は
、
大
学
受
験
の
重
圧
か

ら
解
放
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
の

大
学
生
活
に
大
き
な
夢
を
い

だ
き
、
胸
が
と
き
め
い
て
い

る
こ
と
だ
ろ
う
。

　
日
本
歯
科
大
学
の
建
学
の

精
神
は
、
自
主
独
立
で
あ

る
。
高
等
学
校
ま
で
は
生
徒

だ
っ
た
が
、
今
日
か
ら
は
学

生
で
あ
る
。
学
生
は
受
身
で

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
自
分

の
力
で
積
極
的
に
学
問
の
世

界
を
切
り
開
く
こ
と
が
要
求

さ
れ
る
。
大
学
に
入
学
し
た

か
ら
に
は
自
己
開
発
型
で
問

題
解
決
型
の
勉
強
を
行
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
日
常
の

歯
科
臨
床
で
は
教
科
書
に
書

い
て
な
い
、
誰
も
教
え
て
く

れ
な
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ

る
。
自
ら
考
え
、
熟
慮
の

上
、
実
践
す
る
こ
と
が
必
要

新
潟
短
期
大
学
学
長

�

又
賀
　
　
泉

　
み
な
さ
ん
の
先
輩
で
あ
る

今
年
の
卒
業
生
た
ち
も
歯
科

衛
生
士
の
国
家
試
験
に
全
員

合
格
し
た
。
こ
れ
は
大
変
に

嬉
し
い
こ
と
で
、
み
な
さ
ん

も
三
年
後
に
は
歯
科
衛
生
士

の
国
家
試
験
に
合
格
し
、
国

家
資
格
を
取
得
さ
れ
る
こ
と

を
祈
っ
て
い
る
。
国
家
資
格

を
取
得
す
る
の
に
三
年
間
勉

強
し
な
く
て
は
い
け
な
い
が
、

三
年
間
と
い
う
と
一
つ
の
言

葉
が
あ
る
。

　
日
本
で
は
、
今
年
に
な
っ

て
百
メ
ー
ト
ル
で
九
秒
台
が

小口学長：いつも笑顔を忘れず仲間を大切に

又賀学長：これからは充実した学生生活を

宣誓で決意を述べる新入生代表（４月７日）

新入生代表による力強い宣誓（４月９日）

と
な
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

幅
広
い
知
識
、
広
い
視
野
、

鋭
い
洞
察
力
、
深
い
研
究

心
、
溢
れ
る
好
奇
心
、
卓
越

し
た
技
術
が
大
切
に
な
る
。

希
望
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
い

る
み
な
さ
ん
に
、
私
の
所
信

の
一
端
を
述
べ
て
お
祝
い
の

言
葉
に
し
た
い
。

　
高
等
教
育
と
し
て
の
大

学
教
育
は
二
つ
の
目
的
が

あ
る
。
一
つ
は
一
般
教
育

で
、
い
わ
ゆ
る
教
養
科
目
を

含
み
人
間
形
成
を
深
め
て
い

く
重
要
な
教
科
で
あ
る
。
も

う
一
つ
は
専
門
教
育
で
、
一

人
前
の
高
度
職
業
人
を
育
て

る
た
め
に
は
基
礎
教
育
が
必

要
で
あ
る
。
ハ
ー
バ
ー
ド
大

学
の
ヘ
ン
リ
ー
・
レ
セ
プ

テ
ィ
教
授
は
、
一
般
教
育

に
は
三
つ
の
Ｈ
、hum

ble, 
hum

anity, hum
or, 

す
な

わ
ち
謙
虚
さ
、
人
間
性
、
そ

れ
に
ユ
ー
モ
ア
が
重
要
で
あ

る
と
述
べ
て
い
る
。

　
自
分
の
知
ら
な
い
世
界
の

大
き
さ
、
深
さ
に
気
付
く
こ

と
に
よ
り
、
お
の
ず
か
ら
諸

君
は
謙
虚
に
な
る
は
ず
だ
。

人
間
性
を
ど
の
よ
う
に
し
て

培
う
の
か
、
人
と
の
出
会
い

と
発
見
に
感
動
し
、
額
に
汗

を
流
し
て
行
動
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
人
間
性
が
育
っ
て
く

る
。
感
動
す
る
た
め
に
は
、

ピ
カ
ピ
カ
の
感
受
性
が
必
要

で
、
行
動
す
る
に
は
バ
イ
タ

リ
テ
ィ
が
必
要
で
あ
る
。
そ

れ
が
で
き
る
の
は
青
春
だ
。

　
人
と
の
出
会
い
は
同
世

代
、
同
時
代
だ
け
を
意
味
す

る
も
の
で
は
な
い
。
時
空
を

越
え
た
人
と
の
出
会
い
こ
そ

大
切
な
の
だ
。
多
く
の
個
性

的
な
人
生
を
生
き
た
先
達
が

国
を
越
え
て
時
を
越
え
て
、

君
た
ち
を
待
っ
て
い
る
。
大

学
と
は
時
空
を
越
え
た
人
と

の
真
剣
な
付
き
合
い
を
通
し

て
自
己
を
高
め
て
い
く
こ
と

で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
活
動

を
通
し
て
、
人
生
の
先
輩
、

後
輩
と
出
会
う
こ
と
で
、
自

分
を
見
つ
め
直
し
、
自
己
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
確
立

す
る
場
で
も
あ
る
。
そ
の
た

め
に
は
、
読
書
も
非
常
に
重

要
だ
。
ユ
ー
モ
ア
は
不
用
な

緊
張
感
を
解
き
、
と
か
く
ギ

ス
ギ
ス
す
る
人
間
関
係
や
思

考
を
癒
や
す
潤
滑
油
の
働
き

を
す
る
。
ユ
ー
モ
ア
に
は
鋭

い
風
刺
と
人
に
対
す
る
温
か

い
思
い
や
り
が
必
要
で
あ

る
。

　
私
は
こ
の
三
つ
の
ほ
か

に
、
も
う
一
つ
の
Ｈ
、
す
な

わ
ち
ハ
ン
グ
リ
ー
精
神
を
要

求
し
た
い
。
み
な
さ
ん
、
東

京
短
期
大
学
の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
は
、
笑
顔
の
キ
ャ
ン

パ
ス
ラ
イ
フ
だ
。
笑
顔
に
は

人
の
心
を
明
る
く
し
、
柔
和

で
好
意
的
に
さ
せ
る
偉
大
な

力
が
あ
る
。
常
に
笑
顔
を
心

が
け
て
い
る
人
の
未
来
は
、

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
で
飛
躍
す
る
よ

う
に
な
る
。
今
が
楽
し
い
、

今
が
あ
り
が
た
い
、
今
が
喜

び
で
あ
る
、
そ
ん
な
学
生
生

活
を
笑
顔
で
送
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。
前
途
洋
々
た
る
み

な
さ
ん
が
在
学
中
楽
し
い
学

園
生
活
を
仲
良
く
す
ご
し
、

卒
業
後
に
は
こ
う
い
う
仲
間

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願

い
を
込
め
て
、「
仲
間
」
と

い
う
詩
を
贈
り
た
い
。

「
仲
間
っ
て
い
い
も
ん
や
ね

そ
れ
ぞ
れ
の
道
に
旅
立
っ
て

ど
ん
な
に
遠
く
離
れ
て
も
／

ど
ん
な
に
時
が
た
っ
て
も
／

過
去
を
た
ど
れ
ば
ひ
と
つ
／

み
ん
な
同
じ
場
所
に
帰
っ
て

く
る
／
な
や
み
な
が
ら
も
／

明
日
に
向
か
い
な
が
ら
も
／

た
だ
今
日
を
心
か
ら
楽
し
ん

だ
／
あ
の
時
に
み
ん
な
帰
っ

て
く
る
／
思
い
出
は
ひ
と
つ

…
（
「
き
む
の
詩
」
よ
り
）
」

　
仲
間
は
ず
っ
と
仲
間
、
ま

た
み
ん
な
で
会
っ
て
語
り
あ

お
う
、
学
生
時
代
、
そ
れ
は

人
生
の
中
で
最
も
楽
し
い
と

き
だ
。
み
な
さ
ん
の
人
生
に

花
を
咲
か
す
こ
と
が
で
き
る

と
き
で
も
あ
る
。
努
力
の
上

に
花
が
咲
く
、
み
な
さ
ん
、

そ
れ
ぞ
れ
個
性
豊
か
な
、
潤

い
の
あ
る
花
を
本
学
で
大
き

く
咲
か
せ
て
ほ
し
い
。
こ
れ

か
ら
み
な
さ
ん
が
目
を
輝
か

せ
、
笑
顔
で
各
自
の
目
標
を

達
成
す
べ
く
、
邁
進
す
る
こ

と
を
祈
念
す
る
。

�

（
４
月
９
日
）

出
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
陸

上
で
、
三
連
覇
し
た
種
目
が

あ
る
の
を
ご
存
知
だ
ろ
う

か
。
実
は
一
九
二
八
年
の
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
三
段
跳
び

で
織
田
幹
雄
と
い
う
人
が
金

メ
ダ
ル
を
と
っ
た
。
そ
の
次

の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
大
会
で
も

南
部
忠
平
が
三
段
跳
び
で
優

勝
し
た
。
そ
し
て
一
九
三
六

年
の
ベ
ル
リ
ン
で
田
島
直
人

が
ま
た
金
メ
ダ
ル
を
と
っ

た
。
三
段
跳
び
で
三
連
覇
、

こ
れ
は
偉
業
だ
。「
三
段
跳

び
」
は
、
正
式
に
は
ト
リ
プ

ル
・
ジ
ャ
ン
プ
と
も
言
う

が
、
英
語
と
言
う
と
ホ
ッ

プ
・
ス
テ
ッ
プ
・
ジ
ャ
ン
プ
、

非
常
に
簡
単
だ
。
そ
の
当

時
、
日
本
人
が
何
故
三
回
も

優
勝
で
き
た
か
と
い
う
と
、

ホ
ッ
プ
、
ス
テ
ッ
プ
、
ジ
ャ

ン
プ
と
同
じ
距
離
で
は
な

い
。
ホ
ッ
プ
と
二
番
目
の
ス

テ
ッ
プ
は
少
し
短
く
、
最
後

の
ジ
ャ
ン
プ
が
一
番
遠
い
。体

力
で
は
絶
対
に
勝
て
る
わ
け

が
な
い
の
で
、
そ
う
い
う
跳

び
方
を
日
本
人
は
考
え
た
。

　
み
な
さ
ん
も
実
は
三
段
跳

び
で
あ
る
。一
年
生
、二
年
生
、

三
年
生
で
、ち
ょ
う
ど
今
三
段

跳
び
に
入
る
踏
切
り
板
の
前

に
い
る
。
明
日
か
ら
踏
切
り

板
を
越
え
る
わ
け
だ
が
、ど
う

ぞ
頑
張
っ
て
や
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。
ま
ず
は
健
康
な
体

と
精
神
を
養
っ
て
、ホ
ッ
プ
・

ス
テ
ッ
プ
・
ジ
ャ
ン
プ
で
無

事
国
家
試
験
に
受
か
っ
て
、

歯
科
衛
生
士
に
な
る
こ
と
を

祈
っ
て
い
る
。�

（
４
月
７
日
）

難
し
く
な
っ
た
。

　
一
昨
年
、
文
部
科
学
省
が

博
士
論
文
の
公
表
方
法
を
か

え
、
本
学
は
こ
れ
を
受
け

て
、
学
位
論
文
審
査
基
準
を

変
更
し
た
。
そ
の
結
果
先
月

の
卒
業
式
で
は
一
般
選
抜
の

大
学
院
新
制
度
修
了
者
十
一

名
の
う
ち
、
九
名
が
国
際
学

術
誌
、
そ
れ
も
イ
ン
パ
ク
ト

フ
ァ
ク
タ
ー
を
持
つ
優
秀
な

学
術
誌
に
八
名
が
学
位
論
文

を
公
表
し
た
。
ま
た
僅
か
三

年
で
修
了
し
た
者
も
二
名
い

た
。

　
大
学
院
新
入
生
全
員
が
博

士
号
を
取
得
し
、
博
士
号
を

人
生
の
誇
り
に
し
て
ほ
し
い

と
念
願
し
て
い
る
。
学
位
論

文
審
査
で
も
し
質
の
低
さ
が

問
題
と
な
る
よ
う
な
研
究
が

あ
れ
ば
こ
れ
は
一
生
の
誇
り

に
は
な
ら
な
い
。

　
み
な
さ
ん
が
学
位
審
査
を

受
け
る
と
き
は
国
内
の
趨
勢

か
ら
み
て
、
審
査
が
ま
す
ま

す
厳
し
く
な
っ
て
い
く
。
他

大
学
で
も
そ
う
い
う
傾
向
に

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

「
…
今
年
は
学
位
審
査
が
厳

し
く
な
る
と
聞
い
て
い
な

か
っ
た
、
話
が
違
う
…
」
と

思
う
方
は
す
ぐ
に
退
学
し
て

い
た
だ
い
て
よ
い
だ
ろ
う
。

そ
ん
な
学
生
は
百
有
余
年
の

歴
史
を
も
つ
日
本
歯
科
大
学

の
発
展
を
邪
魔
す
る
だ
け
で

あ
る
。

　
生
命
歯
学
部
入
学
生
の
み

な
さ
ん
は
こ
れ
か
ら
六
年
の

長
き
に
わ
た
っ
て
、
ラ
イ
セ

ン
ス
を
と
る
た
め
に
国
家
試

験
合
格
を
め
ざ
し
て
勉
強
し

て
い
く
。
今
の
歯
学
部
で
は

国
立
も
私
立
を
問
わ
ず
、
国

家
試
験
が
最
大
の
目
標
に
な

る
こ
と
が
当
然
の
理
で
あ

る
。
し
か
し
入
学
し
た
今
か

ら
将
来
大
学
院
に
入
学
し
て

学
問
の
楽
し
み
を
学
び
、

も
っ
と
可
能
性
を
も
つ
歯
科

医
師
を
め
ざ
す
か
を
考
え
て

い
た
だ
き
た
い
。

　
大
学
院
新
入
生
の
み
な
さ

ん
に
は
、
今
ま
で
と
は
全
く

違
う
新
た
な
四
年
が
は
じ
ま

る
。
大
き
な
未
来
が
花
開
く

よ
う
、
こ
れ
か
ら
の
厳
し
く

新
し
い
挑
戦
へ
の
前
途
を
祝

し
た
い
。

�

（
４
月
９
日
）

思
考
力
の
向
上
で
あ
る
。
す

で
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
現

在
、
世
界
最
先
端
の
研
究
動

向
を
知
る
に
は
、
専
門
領
域

に
お
け
る
英
語
に
精
通
す
る

必
要
が
あ
る
。
最
初
は
何
と

言
っ
て
も
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

で
、
辞
書
を
ひ
き
ま
く
り
な

が
ら
、
興
味
あ
る
論
文
を
ま

ず
訳
し
て
み
る
こ
と
だ
。
そ

れ
を
重
ね
て
い
く
と
辞
書
を

ひ
く
回
数
も
徐
々
に
減
り
、

読
む
ス
ピ
ー
ド
も
ア
ッ
プ
す

る
だ
ろ
う
。

　
次
の
段
階
は
ラ
イ
テ
ィ
ン

グ
で
、
和
文
論
文
は
優
れ
た

内
容
で
あ
っ
て
も
海
外
の
研

究
者
が
目
を
通
す
こ
と
は
ま

ず
な
い
。
諸
君
が
目
指
す
の

は
学
位
論
文
を
英
語
論
文
と

し
て
作
成
し
、
少
な
く
と
も

M
edline

に
収
録
さ
れ
た

国
際
学
術
雑
誌
に
掲
載
す
る

こ
と
で
あ
る
。
イ
ン
パ
ク
ト

フ
ァ
ク
タ
ー
付
の
学
術
雑
誌

に
掲
載
で
き
れ
ば
さ
ら
に
よ

い
だ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
国
際
学
会
に
お
け

る
発
表
、
そ
し
て
海
外
留
学

を
希
望
す
る
諸
君
は
ヒ
ア
リ

ン
グ
、
そ
し
て
ス
ピ
ー
キ
ン

グ
も
勉
強
す
る
必
要
が
あ

る
。
そ
し
て
何
よ
り
も
研
究

を
遂
行
す
る
に
は
論
理
的
思

考
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　
研
究
を
始
め
る
に
あ
た
っ

て
は
ま
ず
研
究
テ
ー
マ
を
決

め
る
。
そ
の
テ
ー
マ
に
基
づ

い
て
研
究
実
施
計
画
書
を
作

成
す
る
。
研
究
に
は
独
創

性
、
再
現
性
、
そ
し
て
臨
床

へ
の
貢
献
度
が
求
め
ら
れ

る
。
そ
の
研
究
テ
ー
マ
に
関

連
す
る
論
文
を
数
多
く
読
ん

で
、
ど
う
い
う
点
が
未
知
な

の
か
を
分
析
す
る
こ
と
で
独

創
性
が
あ
る
。
予
備
実
験
で

試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
て
安

定
し
た
デ
ー
タ
を
得
ら
れ
る

よ
う
に
実
験
方
法
を
確
立
す

る
こ
と
で
、
再
現
性
が
生
ま

れ
る
。
こ
の
二
つ
は
大
変
重

要
で
あ
り
、
さ
ら
に
実
験
結

果
の
分
析
も
重
要
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
考
察
に
な
る
。
高

い
論
理
的
思
考
が
求
め
ら
れ

る
が
、
研
究
で
培
わ
れ
る
論

理
的
な
思
考
力
は
臨
床
で
も

人
生
の
さ
ま
ざ
ま
な
画
面
で

も
、
き
っ
と
役
に
立
つ
。

　
近
年
、
研
究
に
関
す
る
倫

理
、
利
益
相
反
の
規
制
が
非

常
に
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。

研
究
者
た
る
者
、
厳
し
い
規

制
が
な
く
と
も
事
実
を
歪
め

る
行
為
、
自
己
利
益
を
誘
導

す
る
行
為
は
断
じ
て
行
っ
て

は
な
ら
な
い
。
ま
た
動
物
や

ヒ
ト
を
扱
う
研
究
で
は
実
験

動
物
の
生
命
に
対
す
る
畏
敬

の
念
、
個
人
情
報
保
護
法
の

厳
守
な
ど
も
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
。
諸
君
の
奮
闘
を
期
待

し
、
こ
れ
か
ら
の
四
年
間
が

か
け
が
え
の
な
い
人
生
の

ペ
ー
ジ
と
な
る
こ
と
を
祈
っ

て
い
る
。�

（
４
月
７
日
）

大
学
院
研
究
科
長
訓
辞

短
期
大
学
学
長
訓
辞



２０1５年（平成２７年）５月３０日 　　　第６２８号

大
学
院
入
学
生

　
平
成
二
十
七
年
度
の
日
本

歯
科
大
学
大
学
院
生
命
歯
学

研
究
科
入
学
生
十
八
名
、
新

潟
生
命
歯
学
研
究
科
入
学
生

十
名
は
次
の
通
り
。

〈
生
命
歯
学
研
究
科
〉

生
化
学
　
　
　
　
山
口
光
祐

衛
生
学

　

HIROMI YAGI MENDOZA

衛
生
学
　
　
　
　
横
山
知
美

歯
科
法
医
学
　
　
奈
良
ま
ゆ

歯
科
保
存
学
　
　
小
玉
裕
樹

歯
科
補
綴
学
Ⅰ
　
倉
持
淳
子

口
腔
外
科
学
　
　
真
室
仁
美

口
腔
外
科
学
　
　
三
木
貴
仁

歯
科
矯
正
学
　
　
佐
藤
絢
香

歯
科
矯
正
学
　
　
松
村
嘉
子

小
児
歯
科
学
　
　
鎌
田
弘
明

歯
科
麻
酔
学
　
　
藤
森
翔
子

歯
科
麻
酔
学
　
村
田
奈
保
子

歯
周
病
学
　
　
　
呉
　
亞
欣

接
着
歯
科
学
　
　
林
孝
太
朗

臨
床
口
腔
機
能
学
　

　
　
　
　
　
　
五
十
嵐
公
美

臨
床
口
腔
機
能
学

　
　
　
　
　
　
　
磯
田
友
子

臨
床
口
腔
機
能
学

　
　
　
　
　
　
　
光
岡
一
行

〈
新
潟
生
命
歯
学
研
究
科
〉

硬
組
織
粘
膜
比
較
形
態
学

　
　
　
　
　
　
　
谷
口
　
脩

機
能
性
咬
合
治
療
学

　
　
　
　
　
　
　
栗
田
　
武

口
腔
全
身
機
能
管
理
学

　
　
　
　
　
　
　
押
切
　
孔

口
腔
全
身
機
能
管
理
学

　
　
　
　
　
　
　
関
根
美
桜

歯
周
機
能
治
療
学

　
　
　
　
　
　
　
外
山
淳
史

咬
合
形
態
機
能
矯
正
学

　
　
　
　
　
　
　
後
藤
　
翔

顎
口
腔
全
身
関
連
治
療
学

　
　
　
　
　
　
　
阿
部
史
彦

顎
口
腔
全
身
関
連
治
療
学

　
　
　
　
　
　
羽
生
紳
太
郎

顎
口
腔
全
身
関
連
治
療
学

　
　
　
　
　
　
　
渡
邊
美
穂

全
身
関
連
臨
床
検
査
学

　
　
　
　
　
　
　
　
原
　
基

　　　
平
成
二
十
七
年
度
日
本
歯

科
大
学
生
命
歯
学
部
、
新
潟

学

年

主

任

生
命
歯
学
部
、
東
京
短
期
大

学
、
新
潟
短
期
大
学
の
学
年

主
任
は
次
の
通
り
（
カ
ッ
コ

内
数
字
は
学
年
、
下
段
は
学

年
）

〈
生
命
歯
学
部
〉

⑴
今
井
敏
夫
　
　
高
田
清
美

⑵
砂
田
勝
久
　
　
新
谷
明
一

⑶
内
川
喜
盛
　
浅
海
利
恵
子

⑷
佐
々
木
裕
芳
　
添
野
雄
一

⑸
小
森
　
成
　
　
山
瀬
　
勝

⑹
福
田
雅
臣
　
　
北
原
和
樹

　
　
　
　
　
　
　
名
生
幸
恵

〈
新
潟
生
命
歯
学
部
〉

⑴
佐
藤
　
聡
　
　
清
水
公
夫

　
　
　
　
　
　
　
秋
山
麻
美

⑵
岩
﨑
信
一
　
　
岡
　
俊
哉

⑶
笹
川
一
郎
　
　
長
谷
川
優

⑷
五
十
嵐
勝
　
　
菅
原
佳
広

⑸
江
面
　
晃
　
　
阿
部
祐
三

⑹
遠
藤
敏
哉
　
　
高
田
正
典

〈
東
京
短
期
大
学
〉

歯
科
技
工
学
科

⑴
雲
野
泰
史
　
　
小
泉
順
一

⑵
竹
井
利
香
　
　
市
川
　
基

歯
科
衛
生
学
科

⑴
市
川
順
子
　
　
浦
野
瑶
子

⑵
須
田
真
理
　
　
小
倉
千
幸

⑶
関
口
洋
子
　
　
鈴
木
　
恵

○
専
攻
科
歯
科
技
工
学
専

攻
・
総
合
技
工
学
専
攻

　
富
田
　
淳
　
　
佐
藤
文
裕

○
専
攻
科
歯
科
衛
生
学
専
攻

・
専
攻
科
口
腔
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
学
専
攻

　
合
場
千
佳
子
　
野
村
正
子

〈
新
潟
短
期
大
学
〉

⑴
宮
崎
晶
子
　
　
煤
賀
美
緒

⑵
三
富
純
子
　
　
筒
井
紀
子

⑶
浅
沼
直
樹
　
　
佐
藤
治
美

○
専
攻
科
歯
科
衛
生
学
専

攻
・
専
攻
科
在
宅
歯
科
医
療

学
専
攻
・
専
攻
科
が
ん
関
連

口
腔
ケ
ア
学
専
攻

　
中
村
直
樹
　
　
土
田
智
子

　
超
高
齢
社
会
の
到
来
に
と

も
な
い
、
認
知
症
の
人
は
十

年
後
の
二
〇
二
五
年
に
は
、

約
七
百
万
人
に
増
加
す
る
と

推
計
さ
れ
る
。
現
在
六
十
五

歳
以
上
の
高
齢
者
の
約
四
人

に
一
人
が
認
知
症
、
も
し
く

は
そ
の
予
備
群
で
あ
る
と
言

わ
れ
、
厚
生
労
働
省
で
は
、

本
年
一
月
「
認
知
症
施
策
推

進
総
合
戦
略
」
を
発
表
し
た
。

　「
新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
」

と
名
付
け
ら
れ
た
こ
の
施
策

は
、
認
知
症
の
人
の
意
思
を

尊
重
す
る
こ
と
が
基
本
と
な

る
。
住
み
慣
れ
た
地
域
の
よ

い
環
境
の
中
で
、
自
分
ら
し

く
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し

て
い
る
。
厚
労
省
が
関
係
各

府
省
庁
と
共
同
し
て
策
定
し

た
こ
の
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
の

対
象
期
間
は
、
い
わ
ゆ
る
団

塊
の
世
代
が
七
十
五
歳
以
上

と
な
る
二
〇
二
五
年
（
平
成

三
十
七
）
で
あ
る
。

　
表
に
示
す
よ
う
に
、
新
オ

レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
で
は
、
Ⅰ
．認

知
症
へ
の
理
解
を
深
め
る
た

め
の
普
及
・
啓
発
の
推
進
、

Ⅱ
．認
知
症
の
容
態
に
応
じ
た

適
時
・
適
切
な
医
療
・
介
護

等
の
提
供
な
ど
「
七
つ
の

柱
」
を
掲
げ
た
。
な
か
で
も

「
適
時
・
適
切
な
医
療
・
介

護
等
の
提
供
」
で
は
、
早
期

診
断
・
早
期
対
応
の
た
め
の

体
制
整
備
が
必
要
で
あ
り
、

新
た
に
「
歯
科
医
師
・
薬
剤

師
の
認
知
症
対
応
力
向
上
」

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

た
め
、
認
知
症
健
康
情
報
拠

点
と
し
て
の
歯
科
診
療
所
の

在
り
方
、
歯
科
医
師
の
認
知

症
へ
の
理
解
と
対
応
力
の
向

上
が
急
務
と
な
っ
た
。

　
歯
科
の
認
知
症
対
応
力
の

強
化
は
、
在
宅
歯
科
医
療
や

口
腔
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

の
分
野
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー

で
あ
る
本
学
が
取
り
く
む
べ

き
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
そ

こ
で
本
学
で
は
、
今
秋
九
月

六
日
に
、
校
友
を
対
象
と
し

て
「
歯
科
と
認
知
症
～
歯
科

医
師
の
認
知
症
対
応
能
力
の

向
上
に
む
け
て
～
」
と
題
し

て
緊
急
公
開
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

本
学
で
は
九
月
、
東
京
の
生
命
歯
学
部
富
士
見
ホ
ー
ル

に
お
い
て
、
本
学
校
友
を
対
象
に
し
て
、〝
緊
急
〟

公
開
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
歯
科
と
認
知
症
」
を
開
催
す
る

　
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
認

知
症
の
最
新
動
向
や
新
オ
レ

ン
ジ
プ
ラ
ン
に
関
す
る
専
門

家
の
解
説
、
認
知
症
患
者
の

歯
科
治
療
の
最
前
線
を
担
う

パ
ネ
ラ
ー
に
よ
る
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
企
画

し
た
。
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

通
じ
て
、
歯
科
医
師
の
認
知

症
へ
の
理
解
度
を
深
め
、
認

知
症
対
応
力
向
上
に
む
け
た

方
向
性
を
共
有
で
き
る
こ
と

を
趣
旨
と
し
て
い
る
。

歯科と
認知症

　新オレンジプランの基本的考え方

　

 認知症の人の意思が尊重され，できる限り住み慣れた地域のよい環境
で、自分らしく暮らし続けることができる社会の実現を目指す。

Ⅰ．認知症への理解を深めるための普及・啓発の推進

Ⅱ．認知症の容態に応じた適時・適切な医療・介護等の提供

Ⅲ．若年性認知症施策の強化

Ⅳ．認知症の人の介護者への支援

Ⅴ．認知症の人を含む高齢者にやさしい地域づくりの推進

Ⅵ�．認知症の予防法，診断法，治療法，リハビリテーション

モデル，介護モデル等の研究開発及びその成果の普及の推進

Ⅶ．認知症の人やその家族の視点の重視

Ⅱ．認知症の容態に応じた適時・適切な医療・介護等の提供

〈基本的考え方〉

・�容態の変化に応じて医療・介護等が有機的に連携し，適時・適切に

切れ目なく提供

・�早期診断・早期対応を軸とし，妄想・うつ・徘徊等の行動・心理症

状（BPSD）や身体合併症等が見られても，医療機関・介護施設等で

の対応が固定化されないように，最もふさわしい場所で適切なサー

ビスが提供される循環型の仕組み

①本人主体の医療・介護等の徹底　　　②発症予防の推進

③早期診断・早期対応のための体制整備

・かかりつけ医の認知症対応力向上，認知症サポート医の養成等

・歯科医師・薬剤師の認知症対応力向上

・認知症疾患医療センター等の整備

・認知症初期集中支援チームの設置

	 （出典：厚生労働省ホームページより抜粋）

歯髄細胞バンク認定医 講習会日程
第１回　７月８日(水）	19:00～21:00

第２回　７月12日(日）	13:00～15:00

第３回　７月16日(木)	 19:00～21:00

第４回　８月２日(日)	 13:00～15:00

場所：東京・生命歯学部　九段ホール
費用：無料（名刺を当日受付にお渡しください）

※ご都合のよい回に受講してください (内容は同じです)
※�出席ご希望の方は，事前に「氏名，都道府県名，
　電話番号，卒業回数，受講希望の回」を下記宛に
　ＦＡＸしてください。

日本歯科大学主催“緊急”公開フォーラム

歯科と認知症
～歯科医師の認知症対応能力の向上にむけて～

  日時：９月６日(日)　9：50～16：15
  場所：東京・生命歯学部　富士見ホール
  費用：無料（昼食弁当代も無料です）

※�出席ご希望の方は，事前に，参加申込書または「氏
　名，都道府県名，電話番号，卒業回数」を下記宛に
　ＦＡＸしてください。

ＦＡＸ：03-3264-8399（生命歯学部庶務部）

七

つ

の

柱

　
新
潟
生
命
歯
学
部
で
は
、

新
潟
病
院
一
階
の
旧
「
総
合

診
療
科
１
」
跡
に
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
を
開
店
し

た
。
今
ま
で
の
売
店
を
統
合

し
、
四
月
一
日
か
ら
「
ヤ
マ

ザ
キ
Ｙ
シ
ョ
ッ
プ
」
が
、
口

腔
清
掃
用
品
、
病
院
で
の
介

護
用
品
な
ど
の
ほ
か
、
食
品

や
新
聞
・
雑
誌
、
文
房
具
な

ど
を
扱
う
。

　
開
店
を
前
に
し
た
三
月

三
十
日
、
午
前
八
時
三
十

分
か
ら
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が

行
わ
れ
た
。
挨
拶
に
立
っ

た
関
本
恒
夫
新
潟
生
命
歯

学
部
長
は
、「
本
学
キ
ャ
ン

パ
ス
内
に
コ
ン
ビ
ニ
を
出
店

す
る
こ
と
は
、
長
年
の
懸
案

だ
っ
た
が
、
関
係
各
位
の
尽

力
に
よ
っ
て
実
現
の
は
こ
び

と
な
っ
た
。
入
院
患
者
さ

ん
、
本
学
病
院
に
来
院
さ
れ

る
方
、
ま
た
近
隣
の
方
々
に

と
っ
て
も
便
利
に
な
る
と
思

う
」
と
述
べ
た
。

　
床
面
積
約
二
十
三
坪
の
Ｙ

シ
ョ
ッ
プ
は
、
平
日
は
朝
八

時
か
ら
夜
八
時
ま
で
、
土
日

祝
日
は
朝
十
時
か
ら
夕
方
四

時
ま
で
営
業
。
ま
た
店
舗
に

隣
接
し
て
、
入
院
・
来
院

者
、
教
職
員
な
ど
が
使
用
で

き
る
談
話
室
の
ラ
ウ
ン
ジ

（
約
十
九
坪
、
三
十
席
）
も

併
せ
て
新
設
し
た
。

　
八
号
館
一
階
の
レ
ス
ト
ラ

ン
ス
ク
エ
ア
は
、
昨
年
十
二

月
で
閉
店
し
、
四
月
か
ら

「
Ｇ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
」

と
改
称
、
メ
ニ
ュ
ー
類
も
一

新
し
て
営
業
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
運
営
は
新
潟
・
新

発
田
市
の
食
品
会
社
「
蒲

城
」
に
変
わ
り
、
平
日
の
午

前
十
一
時
か
ら
午
後
二
時
ま

で
営
業
し
て
い
る
。

学
内
に
コ
ン
ビ
ニ
開
店

レ
ス
ト
ラ
ン
も
新
装
オ
ー
プ
ン

新 潟

新潟病院１階見取り図

9月6日（日）富士見ホール

“緊急”公開フォーラム

訂
正
・
本
紙
六
二
六
号

（
平
成
二
十
七
年
三
月

三
十
日
発
行
）
四
面
「
学

術
奨
励
生
」
中
、
生
命

歯
学
部
四
年
「
西
巻
麻

由
里
」
は
「
西
牧
麻
由

里
」、
新
潟
生
命
歯
学
部

二
年
「
野
田
裕
太
」
は
、

「
野
口
裕
太
」
の
誤
り
で

し
た
の
で
、
お
詫
び
し
て

訂
正
い
た
し
ま
す
。 Ｙショップ開店のテープカット

（中央・関本歯学部長）


